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○令和３年度自己評価は、AMEDの第２期中長期計画期間における２年度目の評価

○自己評価にあたっては、中長期計画及び年度計画に基づいてモダリティをベースとし
たプロジェクトを推進することにより、研究機関による顕著な成果創出状況等を確認
することに加え

 基礎から実用化までの一貫した研究開発の推進と成果の実用化を図ったか

 新たな医療技術等を様々な疾患に効果的に展開したか

 疾患領域に関連した研究開発はプロジェクト間の連携により柔軟にマネジメント
したか

という、成果創出に向けたAMEDの寄与（構築した仕組み、マネジメント取組内容等）
に焦点を当てた。

AMEDの自己評価における考え方（１）
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AMED自己評価の考え方について（イメージ図）

（参考：評価の基準）機構の目的・業務、中長期目標等に照らし、機構の活動による成果、取組等について
S：特に顕著な成果の創出や将来的な特別な成果の創出の期待等が認められる。
A：顕著な成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認められる。
B：成果の創出や将来的な成果の創出の期待等が認められ、着実な業務運営がなされている。
C：より一層の工夫、改善等が期待される。
D：抜本的な見直しを含め特段の工夫、改善等を求める。

マネジメント
創意工夫

KPIの達成度
（成果）目標

※定量的なものは目標作成時に把握された実績等を元に算出

着実な
運営・取組

S

A
100 目標を

大きく
上回った

B

100

評価・進捗管理を適切に行った

新たな○○の仕組みを創設した
新たな基盤を創出するため、○○に取り組んだ

B

A

事業間の連携のために○○をを行った

目標をおおむね達成

AMEDの自己評価における考え方(２)

Copyright 2022Japan Agency for Medical Research and Development. All Rights Reserved.



•

•



•

•



•

•

•

•

•

•

•



•

•

•

•

•



•

•

•

•

•



•

222
107

•

•

•



•

•

•











2 _

A 3.3
(1)

s 4 a:3 b:2 c:1 d 0
(2)
(1)

(3)
(2)

3.5 S
2.5 3.5 A
1.5 2.5 B
0.5 1.5 C
0.5 D

s 4

a 3

a 3

a 3

s 4

a 3

2



•

•

•



•

•



•

•

•



3

3



•
•

•
•



•

•

•

•

•
R4.3.17)



3

3 3

-



• 4 NWP 5

PoC
4 in vivo

PoC

•

in vivo



• NWP iPS

4 iPS

iPS
11

•

•



3

3


	
	スライド番号 4
	スライド番号 5

	
	スライド番号 2




